
①リハビリテーションの基盤形成
②県民の健康増進、社会参画、介護予防につながるリハビリテーションの体制づくり
③県民から求められる専門的リハビリテーション医療の提供
④地域リハビリテーションの旗振り役となれるリハビリテーション専門職への貢献・育成
⑤医療と介護、福祉、教育、就労部門等との連携を推進するハブ機能の発揮
⑥県民や支援者等へのリハビリテーションの理解促進

Ⅱ 令和６年度の取組方針

リハビリテーションとは、「人々と自分らしく健やかに暮らす道づくり」である。すなわち、人々の健
康状態は環境との相互影響にあるなかで、心身の機能を最適化し障害を減弱させるようにかか
わることである。リハビリテーションセンターは子どもから高齢者まですべての人が、どのような
心身の状態であっても、家庭や住み慣れた地域社会で、相互に認め合い、支えあいながら、安
心して社会に参加し、望む生活を送ることができる地域共生社会の実現を最終目標とする。

Ⅰ 滋賀県立リハビリテーションセンター 基本理念

◆令和６年度滋賀県立リハビリテーションセンター取組方針

Ⅲ 支援部門における事業の体系

地域におけるリハビリテーション提供体制の構築

リハビリテーションの基盤形成

①総合リハビリテーション推進会議 ②滋賀県多職種連携学会

③庁内関係課等との連携 ④リハビリテーション職能団体等との協働・連携
⑤調査研究事業 ⑥府県地域リハビリテーション情報交換会
⑦回復期リハビリテーション連携強化事業

(1)人材育成
地域包括ケアシステムを
担える専門職や支援者の
育成と専門的技術の習得

(2)連携・協働
当事者団体や関係機関と
の協働による総合リハビリ
テーションの推進

(3)情報収集・提供・啓発
地域リハビリテーションの普及によ
る地域共生社会へ向けた意識の
浸透

(4)市町・圏域等への支援
保健・福祉・職業・教育などに対す
る医学的リハビリテーション視点で
の支援と、それによる県民のQOL
（生活の質）の向上と社会参加の
促進

(5)相談支援
当事者および家族の目線
にたった相談支援と訓練
の場提供による自立支援
の促進

■リハビリテーション提供体制整備のための人材育成
①地域で活躍するリハ専門職の育成事業 ②教育・研修事業

■関係機関・団体との協働による支援
①福祉用具普及啓発事業（福祉用具センターとの連携） ②高次脳機能障害支援
センター、障害者福祉センター、社会就労事業振興センター、難病相談・支援セン

ター等との協働活動 ③当事者団体の活動支援 ④障害者自立支援協議会への
参画 ⑤コミュニケーション支援 ⑥災害時のリハビリテーション支援

■就労・教育等の機関・事業者との協働による支援
①就労等医学的支援事業 ②地域の学校への支援事業

■市町・圏域におけるリハビリテーション提供支援
①圏域の実態把握と活動支援 ②地域リハ情報交換会 ③地域リハ提供体
制や介護予防事業への支援 ④通所介護事業所等への指導および支援

■補装具および更生医療にかかる相談・判定
①更生相談 ②補装具判定 ③補装具等の適正利用支援事業 ④自立支援
医療（更生医療） ⑤入所施設の連絡調整

■リハビリテーションの意義の理解促進
①啓発事業（「和み」HP等） ②県民参画事業 ③職員の講座派遣
④地域共生社会に向けた啓発・推進 ⑤図書資料室の運営

■リハビリテーションにかかる各種相談
①総合相談窓口の設置 ②医療部門の利用促進（入退院・アフターケア） ③義肢装
具士による相談 ④ピアカウンセリング ⑤福祉用具にかかる専門相談（「福祉用具相
談プラザ」）

■特定の病態や障害にかかる訓練・専門相談等
①神経難病、高次脳機能障害等にかかる専門相談 ②高次脳機能障害集団プログラ
ム ③リハビリテーション交流会 ④自動車技能講習支援



Ⅳ 医療部門における主な活動と臨床の体制

Ⅴ 専門チーム等の活動

支援部門および医療部門のスタッフを中心に、必要により関係機関のスタッフの参加
を得て、専門チーム等を構成し、調査・研究、学習会の開催、研修の実施、関係機関等
への技術支援等の活動を行う。

臨床の体制
リハビリテーションセンター医療部

（滋賀県立総合病院リハビリテーション科）

診療部門 ・リハビリテーション専門医による診断評価
・療法の指示およびリハビリテーション支援計画の作成

療法部門 ・理学療法の実施
・作業療法の実施
・言語聴覚療法の実施
・神経心理評価、心理療法の実施

病棟部門 ・リハビリテーション科一般病床（２０床）
※入院リハビリテーション治療は適切な判断の下、必要な期間
行われる。

※小児保健医療センターとの統合に向け、体制および役割の整理・検討を行う。

主な活動
①生活期を視野に入れた急性期からの専門的なリハビリテーション医療の提供
②脊髄損傷、高次脳機能障害、神経難病等の特定疾患や障害にかかる専門的リハビリ
テーション医療の提供および開発
③摂食嚥下、がん、心疾患、予防等の多様なリハビリテーション医療の提供および開発
④就労や就学などに向けた臨床活動および地域支援機関との活動
⑤リハビリテーション医療における専門的な人材の確保と育成
⑥県におけるリハビリテーション医療モデルの構築

＜ リハビリテーションセンターの組織構成 ＞
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滋賀県全域 2次圏域 市町 住民

滋賀県立リハビリテーションセンター
（県リハビリテーション支援センター）

●リハビリテーション基盤形成
※総合リハ推進会議（県リハ協の部会も兼ねる）
●リハ中核人材育成●リハ支援者への研修
●県健康福祉事務所(保健所)、大津市保健所と
連携した市町支援
※圏域ごとに、担当職員が健福事務所(保健所)を兼務
●関係機関等との連携・協働
●情報提供・啓発●調査研究
●当事者相談支援
（●リハ医療の提供(総合病院が担当））

滋賀県リハビリテーション協議会
●リハビリテーションに関する団体で構成
●指針・計画、施策の内容を検討・協議

●会員に対する研修
●市町支援事業（県受託事業）

POS職能団体

●指針・計画の策定、施策の実施

滋賀県(健康医療福祉部)

県医師会他 関係団体
障害者自立支援協議会、高次脳機能障害支援センター他

●圏域内市町（市町間）支援・調整
●圏内医療機関との連携・協働
●圏内関係機関等との連携・協働
※リハセン職員(圏域担当）が兼務

県健康福祉事務所(保健所)

大津市保健所

●広域派遣調整
●圏域市町事業支援

圏域POS協議会

【目指す姿】

県民誰もがあらゆるライフステージにおいて、持ちうる能力を活

かし、自立して活動、社会参加しながら地域で暮らす。

答申諮問

連携
支援

依頼

支援
調整

相談
依頼

支援・連携

●市町に在籍するリハ職：
19市町中、13市町
(※残り6市町中、4町は広域で支援）
●地域支援事業の支援
●障害者等への相談・支援
（リハビリテーションの視点からの自立支援）
●連携、ネットワークチーム作り
●リハビリテーションの啓発 等

市町

依頼

連携

支援

連携

連携

「
人
々
と
自
分
ら
し
く
健
や
か
に
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す
」

支援・連携

支援・連携

支援

参画

支援支援

地域リハ中核人材

●地域づくりへの参画


